
   本年度の重点目標  「授業改革、キャリア教育の推進、地域に開かれた教育課程」  令和６年４月８日（月）第２８号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

《 主な行事予定 》 

〈令和６年度 ４月〉 
 

 ８日（月）着任式・始業式（給食あり） 

 ９日（火）入学式（午前） 

      １年生育友会入会式 

      （給食は２・３年生のみ 

新入生は午前で下校） 

１２日（金）生徒会入会式、部活動紹介 

      歓迎遠足（要弁当） 

１８日（木）全国学力調査（３年国・数） 

      県学力調査（２年国・数） 

１９日（金）県学力調査（３年英語） 

２３日（火）育友会総会、部活動の地域 

クラブ化に関する説明会 

 

 

新
し
い
ス
タ
ー
ト 

 
 

令
和
六
年
度
の
始
ま
り 

 

新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
迎
え
、 

生
徒
た
ち
は
一
つ
ず
つ
学
年
を
上
げ
て 

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
生
徒
の

主
体
性
を
育
て
、
可
能
性
を
引
き
出
し
て
、
保
護

者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
方
に
「
口
之
津
中
は
、

よ
ー
が
ん
ば
っ
と
る
ば
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

校
長
…
大
嶋
博
之
、
教
頭
…
入
江 

司 

一
年
生
…
片
山
（
英
）
・
與
那
城
（
数
） 

 
 

 
 

藤
井
（
技
家
・
特
支
） 

二
年
生
…
竹
村
（
国
）
・
松
島
友
（
理
） 

貞
方
（
体
）
・
菅
（
音
） 

三
年
生
…
加
藤
（
社
）
・
最
上
（
数
） 

 
 

 
 

齊
藤
（
体
・
特
支
） 

深
江
中
と
兼
任
…
山
本
純
（
美
） 

養
護
教
諭
…
水
田
、
学
校
支
援
員
…
高
木 

学
校
事
務
…
石
橋
、
心
の
教
室
相
談
員
…
濱
田 

特
別
支
援
教
育
助
手
…
松
島
弘
・
山
本
寛 

Ａ
Ｌ
Ｔ
…
ソ
フ
ィ
ア
、
用
務
員
…
髙
田 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
…
鴨
川 

 

め
ざ
す
生
徒
像 

  

本
年
度
、
学
校
経
営
方
針
の
中
で
「
こ
ん
な
生

徒
を
育
て
よ
う
」
と
い
う
目
標
を
定
め
ま
し
た
。 

 

◇
求
め
て
学
び
、
主
体
性
を
も
っ
て 

日
々
新
た
に
進
歩
向
上
し
よ
う
と
す
る
生
徒 

・
興
味
関
心
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
夢･

希
望･

意
欲

目
標
設
定
力
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
力
、
学
力 

 

◇
感
動
や
感
謝
の
心
を
も
っ
て
、 

 
 
 
 

心
豊
か
に
生
き
る
生
徒 

・
明
る
い
挨
拶
、
良
好
な
人
と
の
接
し
方
、
事
象
や

風
景
等
に
対
す
る
感
性
・
情
感
、 

 

◇
自
他
と
も
に
大
切
に
し
、 

思
い
や
り
を
も
っ
て
生
活
す
る
生
徒 

・
思
い
や
り
の
あ
る
生
活
態
度
、
い
じ
め
を
し
な
い
、

他
者
と
の
協
力
、
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

 

◇
チ
ー
ム
や
ふ
る
さ
と
口
之
津
・
南
島
原
に 

積
極
的
に
貢
献
し
、
身
近
な
人
た
ち
に 

信
頼
さ
れ
る
生
徒 

・
貢
献
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）
へ
の
積
極
的
な
取
組
、 

 

ふ
る
さ
と
の
理
解
と
愛
着
、
誇
り
、
志 

 

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
「
先
が
読
め
な
い
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
技
術
革
新
が
進
ん

だ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
人
が
つ
な
が
り
合
っ
た
り

し
て
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
て
い
く
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
主
体
的
に

学
ぶ
こ
と
に
意
欲
的
で
前
向
き
な
気
持
ち
を 

保
ち
続
け
た
り
、
他
者
と
協
調
し
て 

高
め
合
っ
た
り
す
る
な
ど 

「
生
き
る
力
」
を
高
め
る 

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

《
新
年
度
の
配
慮
事
項 

》 

  
 

生
徒
の
心
に 

寄
り
添
っ
て 

  

新
年
度
（
特
に
新
入
生
）
は
、
ウ
キ
ウ
キ
元
気

い
っ
ぱ
い
に
張
り
切
っ
て
い
る
生
徒
が
い
る

一
方
、
大
き
な
不
安
の
中
で
こ
の
日
を
迎
え
た

生
徒
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼
ら
の

心
に
寄
り
添
っ
て
、
彼
ら
の
ペ
ー
ス
に
配
慮
し

な
が
ら
歩
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
保
護

者
の
皆
様
に
は
、
御
家
庭
で
の
お
子
さ
ん
の
様

子
に
い
つ
も
以
上
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、

「
お
か
し
い
な
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
い
つ
で
も
学
校
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

《心に響いた光景》 生徒会の役員たちは、春休み中も新年度の準備に励んでいました。能登半島被災地への 

募金をはじめ、よく話し合いながら新しい取組を次々に打ち出している彼らに、新年度も期待しています。 

「
主
体
性
」
が

大
事
じ
ゃ
き
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《今日は何の日》 ４月３日…十七条の憲法制定、４月４日…ｷｬﾝﾃﾞｨｰｽﾞ最終公演、４月７日…戦艦大和沈没、４月８日…ピカソ没 

    ４月１１日…武田鉄矢誕生、４月１２日…ｶﾞｶﾞｰﾘﾝ宇宙へ、４月１３日…巌流島の決闘、４月１４日…タイタニック沈没 

 

  学校教育目標 「人として、社会の形成者として、日々新たに求めて学び、志を立て、心豊かにたくましく生きる生徒の育成」。 

《本校教育の方向性について》 

 本校は、「個々の生徒自身によるキャリア形成への意欲と実践」を教育活動の真ん中に置いて進め

ていきます。別の表現をすれば、「将来の夢や希望を実現する力を育む」ということになります。 

一語で表せば『学ぶ力』の育成です。今までの授業でありがちだった「教えてもらう（受け身）」では

なく「主体的に学んでいく」。自分で調べたり人の話を聞きに行ったり話し合ったりして、「現場・

現物・現実」を自分で確かめる。そして自分なりに考えていろいろと組み合わせたりして新しいも

のを創り出す。そのような積極的な「学び方」が求められています。 

本校教育の 

構想図 

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
、
主
体
的
な
人
間
へ
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
、
教
育
目
標
に
「
志
」
を
加
え
ま
し
た
。 


